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論文内容の要旨
この論文の主要課題は，現代保険事業の規制の論即.とは何か.これが(旧)監督制度によって如何に担
保されていたかを明らかにすることである。分析の時期は、主に1930年代後半から80年代にかけて.その
h法は，保険事業を特別視せず，保険事業を行う保険企業を企業般のなかで捉えた上で，考察するもの
である。
1930年代，世界各国で保険規制が強化された。例えばドイツ，日本では.大蔵大臣は.新規取引だけで
なく既存取引に対しても保険料用額処分を命令し当事者聞の明示の合意に基づく既存取引の内容に，直
接的かっ個別的に介入できることとされた。この象徴的な規制強化措置をめぐって，それは，市民社会と
政治国家の分離に反する巣例・特別のものか，それとも保険事業の団体的性質に基づく当然のものか等，
論争が近時まで続いた。
この論文は，当該措置は，保険事業が混合経済体制である現代において.現代国家に特有の政策のなか
に組み込まれたことに由米する，との把握を示し，それが歴史的な性格のものであることを明らかにしたυ
その意味で，同措置は，異例・特別のものではなく，また普遍的な当然のものでもない。以上の基本的な
理解が，企業のなす各種営業(事業)の規制，また.保険事業を行う保険企業をふくめて企業と企業結合
体の諸形態に対する規制を，主に分析するなかで論じられている。さらに，個別課題として.約款の規制，
保険料の支払い(不払~，)や地震と保険者の責任が，現代保険事業の歴史的性格をふまえて考察されてい
るυ
さて，現代において凶家は，管理通貨制度を背畏として財政と金融が融合しーー体化した政策体系，すな
わちFiscalPolicyを展開しょとして通貨面から経済過院に介入する。それが，活動を全体化するうえ
で最ー適だからであるc しかしその活動には限界があるの全体的だが.間接的だからである。そこで.金
融不安や保険不安などの危機的状況では，直}I<的かっ個別的な国家による介入活動が行われることになる。
このような同家の活動に規定されて，保険事業は，現代同家の固有の活動たるフイスカル・ポリシー展
開の一環として.そのなかに組み込まれたのそれゆえ.保険事業は，こんにち 3つの機能を持たされるこ
ととなった。同有の機能としての保証(保障.補償)機能に加えて，資金移転・資産変換機能，さらにこ
んにちでは，社会保障補完機能であるつ
では.具体的にどのように組み込まれているかやその制度的担保としての (1日監督制度の構造を明ら
かにしようυ 第1に，常業免許や約;汝・料苧認可の措置があるじこれは監督官庁が保険事業をその時点の
フイスカル・ポリシーに適合せしめるためのものである。それゆえ.この論文では，当該免許は.講学 t
の公企業の特許と構成され.免許を得ずしてなした取引は理論上無効となり，認可を得ない約款による取
引も無効となる，と理解されるω 島督官1・の免許や認可を得ていない約款による取引が，釘効だとされれ
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ぱ，その限りでのフイスカル・ポリシーは挫折・破綻する。また，戦後，新規参入を認めず.倒産防止を
最重要課題とする護送船団行政がとられ，さらに.1975年頃，福祉見直しの折，保険審議会答申に基づき
t似~ミ険企業にF計社十士.会{保;込平~
の仕方が政策の現れであることを端的に不すO
第2は.冒頭で論じた措置であるのこの措置は，戦後実際に牛命保険事業の壊滅寸前の状況のなかで発
動された。資金移転・資産生換機能をもっ生命保険事業の壊滅は.フイスカル・ポリシーを展開する国家
にとって堪え難かったのである。
以上が，この論文の要旨である。
論文審査の結果の要旨
本論文は，保険事業に対する国家の規制の論理を問いかけ.それをわが国の保険業規制の肢史の中で確
認しようとするものである。着者が木論文で1直接の対象としたのは.1939 (昭和14)年に大改正されて以
来.1995 (半成7)年の改正まで，某本的な骨格を変えることのなかったわが国の保険業法であるが，同
時に著者は国際的な制度比較の視点から.各国制度の基本的な性格の向性を確認する形で議論を展開し
ているの
本論文の表題ともなっている「現代」について，著者は1930年代以降，資本主義諸国では一般的な傾向
としてあらわれた混合経済体制として理解する。この混合経済体制のもとでは，同家は経済活動に対して
さまざまな形で介入する乙とになるが，保険事業に対してとりわけ厳格な規制が導入されたのはなぜか。
保険事業に対する規制の根拠を保険事業そのものの特殊性に求めようとする通説的理解をこえて，著者は
それを現代の.混合経済体制lそのものの特質に求める。この視点の斬新さと明確さこそ.本論文の最大の
特徴であり，最大の貢献であると考えられる。
着者によれば.混合経済体制においては，国家は管理通貨制度を背景として財政と金融が一体化した政
策体系としてのフイスカル・ポリシー (FiscalPolicy)を展開することによって，経済過程の運行を調整
する。そして，保険事業はその機能の拡長過程の中で，まさにフイスカル・ポリシーの_..環として組み込
まれ，その需要な一翼を担うからこそ，同家による厳格な規制を受けなければならなL、それこそが.
1939年という時点での保険業法の改正の意義であったし，{tt界的にもほぼこの時期に同様の視角からの改
正が行われた理由であると主張する。
ここで保険事業がフイスカル・ポリシーの一翼を姐うということは，保険事業がそれに本来固有の機能
とされる保障ないし損害補頃機能以上の機能を現実的に担うことを意味する。すなわち，それは保険料と
いう形で-受け取った資金を第三者に投資する資令移転機能のほか，今日ではさらに社会保障補完機能をも
伺うようになっている。
その結果として， 1939{fの法改正で保険事業が具体的に受けることとなる規制は.大きくいって2つあ
る。第1は免許および約款・料率の認可であり，これによって保険契約の内容を各時点でのフイスカル・
ポリシーに適合的に管即する道が聞かれるc第2は大蔵大臣が必要と認めたときには，約款・料率の内容
の変更を命令しうるという国家による強制権の付与である。しかも，この強制維は新規契約だけではなく，
既存契約にも効力をもつものとされた。これによって，金融不安や保険不安などの危機的状況において.
大蔵大臣があらゆる保険契約に対して.u直接的かっ個別的に介入することが可能となる。
本論文では.若者はこのほかにも企業と企業合体の諸形態に対する規制，約款に対する規制.保険料の
支払いと保険者の責任，地経と保険者の責任なと1こついて論じでいるが.本論文の最大の功績は.上述の
通り，保険事業に対する規制の恨拠が国家のフイスカル・ポリシーとの関連にあることを.暦史的視点を
も導入しながら明確に提示したところに認めることができる。論述の一部にやや拍象的な分析にとどまっ
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たところも見受けられるが、それは別個の研究課題というべきであろう。
以上により，審査委員会は全員一致で，吉川吉衛氏の本論文の貢献は大き く.本学の学位，博士 (尚学)
の授号に値するものと判断した。
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